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江口誠一率：沿岸域に生育する主要植物群の植物珪酸体形態

Sei-ichiEGucHI噂：Opalphytolithmorphologyofthemajorplantsincoastalregion

江口(1994)は千葉県小樋川河口域における表層堆積物中の植物珪酸体の分布を検討した際，河口域に生

育する主要な植物群の植物珪酸体形態の観察結果をもとに，ヨシ型，ケカモノハシ型，アイアシ型，チガ

ヤ型，ホソムギ型，イヌムギ型，ヤマアワ型，コウボウシバ型，シオクグ型の９型の植物珪酸体の形態記

載を別報に譲った。この報告ではそれを受けて９型の植物珪酸体と他の沿岸域で頻繁にみられる植物群の

1型であるハマニンニク型をあわせて記載する。プレパラート標本は,植物葉身の中央部よりやや先端側の

0.5ｃｍ2分をマッフル炉で灰化して抽出し，オイキットを封入剤として作成した。

１０型の設定の根拠とした植物群とそのさく葉証拠標本のデータは各型の記載の最後に示した。さく葉標

本･植物珪酸体プレパラートは江口個人の所蔵物として大阪市立大学理学部に保管する。標本の採集地は，

ハマニンニクのみが北海道鵡川河口で，それ以外はすべて千葉県小樋川河口である。なお，記載を行う上

で必要な部位の名称をFig.１，顕微鏡写真をFigs､２－２５にそれぞれ示す。

1．ヨシ型ＥﾊtZg""ｇｓａｚ鱈”/isｔｙｐｅ（Figs,２，６，７）

機動細胞珪酸体は，縦長50～90ﾉL（ｍ，横長40～70ﾉ&、，表面部の縦長／裏面部の縦長は0.3～1である。

表面部先端の横長は２～10ﾉｪｍで丸みを帯び，裏面部の曲線は楕円あるいは優弧である。短細胞珪酸体は，

縦長14～17ノピ、，横長１５～18ﾒ‘ｍ，側長5～8浬、，全体的に丸みを帯びる。全体の輪郭は二重であるが，側

面部は不明瞭。nucleusは明瞭である。

コメント：この型の機動細胞珪酸体はDuvAL-JouvEが記載したbulliform(METcALFE，1960)と佐瀬・

近藤（1974）が記載したファン型グループに含まれ，藤原(1976)によって形態が示された。短細胞珪酸体

はTwIss”αﾉ.(1969）が記載したChloridoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記戦したヒゲシパ型グループに

含まれる。

標本：Ｐﾉｸ、g"z"ｃｓａｚ４ｓ”ﾉis(CAv.)TRIN・ｅｘ､STEuD.；ヨシ；Ｊｕｌｙ１０，１９９１．

２．ケカモノハシ型とc"〃況加α"坊”〃o'りｉｔ左stype(Figs､３，８，９）

機動細胞珪酸体は，縦長50～70浬、，横長30～55浬、，側長10～30浬、，表面部の縦長／裏面部の縦長は

2～４である。表面部先端の横長は１５～40浬ｍで凹みがあり，両端が突起状を呈す。表面部の曲線は著しく
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Ｆｉｇ．１Motor-cell，short-cell，ａｎｄcyperaceoustypephytolithsshowiｎｇ
ｈｏｗｔｈｅｐａｒｔｓｏｆａｇｒａｉｎａｒｅｎａｍｅｄ、

1.1ength（縦長）２.width（横長）３.thickness（側長）４.section

ofsurface（表面部）５.sectionofbehind（裏面部）６.shaft（軸）

７．ｌｏｂｅ８・outline（輪郭）９．nucleuslO・granulesll、ｓｉｄｅ１２．

plateletl3・ａｐｅｘｌ４・satellite



3０ 植生史研究 第３巻第１号

Figs、２－５Photomicrographsofthemotor-cellphytoliths・Fig，２ＰｈγzZg‐
”z"ｇＳａｚ鰯”/耐type・Ｆｉｇ．３ＪScﾉZag"z7"7ｚα”〃“A０７℃”gstype・
Fig.４｣qﾉｸace〃”《ｓ伽加“type，Fig.５乃?ゆgｿ泣如のI伽がazvar・
ル09匁嫁type．

f酸体は，縦長15～20ﾉｕｍ，横長10座、前後，側長5～8浬ｍで，全体的にｆ曲がる。短細胞珪酸体は，縦長15～20ﾉｕｍ，横長10浬、前後，側長5～8浬ｍで，全体的に長方形に近い。軸

は発達せず，輪郭は二重である。granulesは明瞭で，lobe端部は平坦か波状のフリルがみられる。

コメント：この型の機動細胞珪酸体はDuvAL-JouvEが記載したbulliform(METcALFE，1960)と佐瀬・

近藤(1974)が記戦したファン型グループに含まれる。短細胞珪酸体はＴＷＩＳＳｇｊａＺ.(1969)が記載した

PanicoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記載したキビ型グループに含まれる。

標本：恥c〃αg""”#”z物”〃0”i”s(STEuD.)MIQ.；ケカモノハシ；Ｊｕｌｙ３，１９９１．

３．アイアシ型Ｐ〃α“ﾙI‘"ｊｓｋｚｌｆ加航‘stype(Figs､４，１０，１１）

機動細胞珪酸体は，縦長３５～50,"ｍ，横長30～50ﾉａｍ，側長10～30〆、，表面部の縦長／裏面部の縦長は

1.5～3である。表面部先端の横長は20～40ﾉαｍで凸の曲線を呈す。短細胞珪酸体は,縦長10～20ﾉａｍ,横長

7～1伽、，側長5～7浜ｍである。軸が発達し，輪郭は二重である。granulesは明瞭で，lobe端部は平坦か
やや凹みがみられる。

コメント：この型の機動細胞珪酸体はDuvAL-JouvEが記載したbulliform(METcALFE，1960)と佐瀬・

近藤（1974）が記戦したファン型グループに含まれる。短細胞珪酸体はTwIsseｵαﾉ.(1969）が記載した

PanicoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記載したキビ型グループに含まれる。

標本：Ｐﾙα“”祝ｓ”加"郡s(STEuD.)OHwI；アイアシ；Ｊｕｌｙ10,1991.

4．チガヤ型乃”gmjZzCy肋z"cavar,ルoe7z樺jtype(Figs,５，１２，１３）
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機動細胞珪酸体は,縦長35～50浬、,横長30～40ﾉαｍ,表面部の縦長／裏面部の縦長は1.5～3である。裏

面部の曲線の両端に凹みがみられ，表面部先端の横長は3～5座ｍで丸みを帯びている。表面部の曲線の曲

がり具合は小さい。短細胞珪酸体は，縦長10～16ﾉｕｍ,横長7～12ﾉαｍ,側長3～5ﾉαｍ,典型的な亜鈴形であ

る。軸が発達し，nucleusは明瞭な場合が多い。ｌｏｂｅは楕円形で，その端部はほぼ平坦である。

コメント：この型の機動細胞珪酸体はDuvAL-JouvEが記載したbulliform(METcALFE，1960)と佐瀬・

近藤（1974）が記載したファン型グループに含まれる。短細胞珪酸体はTwIss鉱αﾉ．（1969）が記戦した

PanicoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記戦したキビ型グループに含まれる。

標本：Ｚ”ｳｇｍｍＧｙ膨曲ｆｃα(L､)BEAuv､var・ル09"“(RETz.)PILGERinPERK.；チガヤ；Ｊｕｌｙ４，１９９１．

５．ホソムギ型Ｌｏ戯"zPg沌泥７zgtype(Figs,１４，１５）

縦長10～30,αｍ，横長5～7′αｍ，側長3～5ﾉｕｍである。nucleusは明瞭で，側面部はほぼ直線，lobe端部

は丸みを帯びる。

コメント：この型はTwIss“αＩ.(1969)が記戦したFestucoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記戦したウシ
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Figs､６－２５Photomicrographsoftheshort-cellphytoliths(Figs、6-21）andother

phytoliths(Figs､22-25)．Figs､６，７Ｐﾉhmg”jgs”s”雄type，Figs,８，９
．ISCﾙαg””α"娩幼ﾉ8Omi”ｓtype・ＦｉｇｓｌＯ，ｌｌＰＡａｃｇ伽流ｊＳ"沈卿stype，
Figs､１２，１３１”97”ｅＧｙ肋z"“var.”e犯噌〃type、Figs､１４，１５Ｌｏ駒”
’g”匁邦gtype・Figs､１６，１７Ｂ7℃”《ｓｚ”0/o”estype・Figs,１８，１９の敗獅α，

ｇ”s雄幼igEiostype・Figs､２０，２１Ｚ,妙加ＷＳ？"o/姑type・Figs､２２，２３Ｃｔｚ“
””〃type、Figs､２４，２５Qz7“saz67加/ねtype．

沿岸域に生育する主要;植物群の植物珪酸体形態（江口誠一）

§

鱗.１

＝－＝２０１ﾙ、

Ｉ
・
腰
重

,堂r悪瑳笠一一､-’今

、Ｉ琴'篭瀧

Iiii
if．

西し､ⅡI
戒心!_'

#

牌穂

｡::”

!Ｉ
驚灘鱗

Eも

■ごﾕ明
I戦

;Ｉリ 蝋1１
’
１
１

吟＝一一

誤
騨

”
農
］

卿

患i識
で

いｉｌ:息溌

q

議繍

▽
Ⅵ 一
冊
一

､宙

．亘宅２

IiII

＃.織聯磯

■



3２ 植生史研究 第３巻第１号

ノケグサ型グループに含まれる。

標本：Ｌｏﾉ加加'9”"ｇＬ.；ホソムギ；Ｊｕｎｅ28,1991.

6．イヌムギ型Ｂ”柳z4s”んﾉoidgstype(Figs､１６，１７）

縦長22～40ﾉｕｍ,横長10～20解、，側長5～10浬ｍである。輪郭は二重で,nucleusは明瞭,側面部は直線

か低い波状である。

コメント：この型はＴｗＩｓｓｅｵα/,(1969)が記載したFestucoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記載したウシ

ノケグサ型グループに含まれる。

標本：Ｂγひ加況ｓｚ”んん雄ｓＨ.Ｂ､Ｋ､；イヌムギ;Ｊｕｌｙ３，１９９１．

７．ヤマアワ型Ｑｚ""〈Zgうりsjis幼睡わstype(Figs､１８，１９）

縦長１０～20浬、，横長5～10浬、，側長5～8浬ｍである。輪郭は一重で，nucleusは明瞭である。側面部は

波長が長く高低差のある波状で，lobe端部は丸みを帯びる。

コメント：この型はTwIsse/α/､(1969)が記載したFestucoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記載したウシ

ノケグサ型グループに含まれる。

標本：Ｑｚ"柳‘２９γostfs幼辱ios(L,)ＲＯＴＨ；ヤマアワ；Ｊｕｌｙ４，１９９１．

８．ハマニンニク型Lgy"２脚ｓｍ０"たｔｙｐｅ（Figs､２０，２１）

縦長２０～40浬、，横長10～18座、，側長５～8浬ｍである。輪郭は一重で，nucleusは明瞭である。側面部

は直線か低い波状を呈し，lobe端部は平坦である。

コメント：この型はＴｗＩｓｓｅｊα/,(1969）が記載したFestucoidClass，佐瀬・近藤(1974)が記載したウ

シノケグサ型グループに含まれる。

標本：Lay加況ｓ加o"js(TRIN.)PILGER；ハマニンニク；Ｊｕｌｙ29,1992.

9．コウポウシバ型Ｑｚγｇｘ”"〃type(Figs､２２，２３）

plateletの径18～20浬、，ａｐｅｘの高さ８～10ﾉﾋ4ｍである。１つのplatelet上に１～２のａｐｅｘがみられ，

その周囲に小型であるが明瞭なsatelliteが多数存在する。

コメント：この型はMEHRAandSHARMA(1965)が記載したcyperaceoustypeに含まれる。

標本：Ｑ〃趣”加地THuNB.；コウボウシパ；Ｊｕｎｅ２８，１９９１．

１０．シオクグ型Ｑｚ趣Scα城允ノヵtype(Figs､２４，２５）

plateletの径8～30浬、,ａｐｅｘの高さは5～13ﾉｕｍ,全体に黒みがかる。１つのplatelet上に１～２のａｐｅｘ

がみられ，satelliteは存在しない。

コメント：この型はMEHRAandSHARMA(1965)が記載したcyperaceoustypeに含まれる。

標本：Ｑｚ”sca6伽脆STEuD.；シオクグ；Ｊｕｌｙ10,1991。
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